


DPLA とは

• 米国デジタル公共図書館
• Digital Public Library of America

– Europeana をモデルとしたデジタル・アー
カイブ・ネットワーク

• 構成
– 各州のデジタル・アーカイブ・ネットワー
ク (service hub)

– 全米規模のアーカイブ・センター (content 
hub)

• 米国公文書館、HathiTrust、Internet Archive など
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DPLA の歴史

• (2010/10) Radcliffe Institute for 
Advanced Study で の会議で提唱

• (2010/12) Harvard 大学 Berkman 
Center for Internet & Society で会議

– 同センターのプロジェクトとして検討

• (2011/11) Berkman Center の会議で
DPLA 設立とプロトタイプ開発につい
ての計画がまとめられた

• (2012/3) DPLA 運営委員会発足
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DPLA の特徴

• Europeanaと異なるDPLAの特徴

– 州単位のアーカイブ (Hub) と独立アーカ
イブ機関 (Content Hub) からなっている

– Europeanaは政府主導であるが、DPLA
は図書館中心の自主的な活動

• メタデータセンターとしてEuropeana
の形式を採用

DPLAと米国のデジタル・アーカイブ 時実 象一 4





DPLA の運営

• 理事会

– 11人からなり、図書館、博物館、学識経験者な
ど

– 資金をバックにはしていないので、顧問に近い

• 職員 11 名 (2015/11) (Europeana 60 名)
– 6 名はボストン公共図書館に勤務

– 残りは遠隔地

• Advisory Committee
– 技術的、法律的な意見を聞く
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DPLA の運営

• 公益法人

• 年間予算は約200万ドル (Eurpopeana
の1/3程度)
– そのうち半分くらいがプロジェクト関連
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DPLA の利用

• Europeanaの1/4くらい

– その3/4がAPI経由

– アクセス統計はまだ準備できていない

• 教育利用

– 全利用の1/3 (小中学校や高校、大学)
– Educational Advisory Councilで検討
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DPLA への助成

• Alfred P. Sloan Foundation
• Andrew W. Mellon Foundation
• Arcadia Fund
• The Bill & Melinda Gates Foundation
• Institute of Museum and Library Services
• John S. and James L. Knight Foundation
• The Whiting Foundation
• National Endowment for the Humanities

(NEH)
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DPLA のデータ

• 150万件の画像

– IIIF で利用可能

• データ収集は OAI/PMH、または CSV
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DPLA の主なプロジェクト

• 電子書籍

• 教育

• Wikipedia
• メタデータ

• 権利
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電子書籍 – Open eBooks

• Open eBooks
– ニューヨーク公共図書館 (NYPL)、First 

Bookの共同事業

– Alfred P. Sloan Foundation、Institute of 
Museum and Library Servicesの助成
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電子書籍 – Open eBooks

• NYPDは閲覧用のアプリを開発

• タブレットは大統領のConnectEDプ
ロジェクトに答えた企業から提供

• First Bookは非営利団体で、100万冊
もの新刊書を児童に提供する活動

• DPLAは図書館員からなるCuration 
Corpsを編成

• 電子書籍プラットフォームはBaker & 
Taylor AXIS 360
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教育

• 学生の課題用に Primary Source Sets 
開発
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Wikipedia

• WikipeDPLA
• Google Chrome のアプリ

• Wikipedia の記事画面に DPLA へのリ
ンクを表示
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Wikipedia

• NARA (国立公文書館)
• Innovation Hub

– Citizen Scanning
– Wikipedia Editathon
– Transcription (翻刻)
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DPLA と Europeana

• DPLA は Europeana のメタデータ規
格を採用

• Rights Statements の開発で協力

• 相互乗り入れも検討
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DPLA の位置

• 図書館・公文書館・州のアーカイブが
中心

• 美術館・博物館の参加は少ない

– 独自に提供
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他の影響力あるデジタル・
アーカイブ

• Internet Archive
• HathiTrust
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Internet Archive

• Brewster Kahle が設立 (1996)
• 寄付や事業収入で運営

• DPLA に参加

• 主なアーカイブ

– ウェブ (Wayback Machine)
– 書籍 (Open Library)
– テレビニュース (TV News Archive)
– ゲーム

DPLAと米国のデジタル・アーカイブ 時実 象一 28



Internet Archive

• Wayback Machine
– 1996年以降世界中のウェブページを保存

– 505,000,000,000 ページ (2016/9/10)
– 重要なページは毎日保存、公開
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Internet Archive

• 書籍電子化

– 10,396,800 点 (2016/9/10)
– Open Library から提供

• 著作権のないものは自由に利用

• 著作権のあるものは、所蔵図書館のカードで
利用できる (貸出モデル)
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Internet Archive

• ゲーム

– 140,136 点 (ソフトウェア含む)
– エミュレータを使い、ウェブ上で動く
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Internet Archive

• 政治広告アーカイブ

– テレビの選挙広告を収集

– 放映局、番組、時刻、頻度などの生デー
タを収集、ダウンロード可能

– テレビ選挙運動の解析の強力なツール
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HathiTrust

• 大学図書館が会員組織で運営

– 中心はミシガン大学

• Google Book プロジェクトで電子化し
た電子書籍を利用

• コンテンツ数

– 14,707,843件 (2016/9/10)
– 書籍 7,347,838 点
– ページ数 5,147,745,050

• DPLA に参加
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HathiTrust

• 利用条件

– 著作権が切れているもの

• 一般公開

• ただし、ダウンロードは会員のみ

– 著作権が残存しているもの

• 冊子を所蔵する会員図書館のみ閲覧・ダウン
ロード化

DPLAと米国のデジタル・アーカイブ 時実 象一 42



HathiTrust

• 研究活動

– HathiTrust Research Center (HTRC)
– データ・マイニングなど

• BookWorm
(https://bookworm.htrc.illinois.edu/)
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デジタル・アーカイブの
必要要件

• API
• ネットワーク化 (OAI/PMH)
• メタデータの標準化と CC0
• 権利表示の標準化
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